
ポジティブリスト制での規制について

ポジティブリスト残留農薬多成分一斉分析について

　食品衛生法の改正に伴い，食品中に残留する農薬などについてポジティブリスト制度が導入され，
平成18年5月29日より農薬などが基準値を超えて残留する食品については販売などが原則禁止されま
した。
　当協会では，残留農薬一斉分析装置を導入し，食の安全・安心を科学的なデータで証明する依頼分
析を実施しており，220成分のスクリーニング分析が可能です。
　スピーディな分析でお客様のニーズに的確にお応えいたします。

ポジティブリスト制の
施行までに現行法第7
条第1項に基づき，農
薬取締法に基づく基準，
国際基準，欧米の基準
等を踏まえた暫定的な
基準を設定

暫定基準

人の健康を損なうおそれ
のない量として厚生労働
大臣が一定量を告示

一律基準

厚生労働大臣が指定す
る物質、人の健康を損
なうおそれのないこと
が明らかであるものを
告示（特定農薬等）

規制の対象外

残留農薬基準なし残留農薬基準あり

残留基準または一定量を超えて農薬等が残留する食品の流通を禁止

超臨界抽出－GC/MS法による多種類農薬同時一斉分析

　従来の食品検査では，検査する農薬ごとにそれぞれ検査を行わねばならず， 分析結果が分かるま
でに長期間かかっていましたが，今回導入した 残留農薬一斉分析システムでは一度に多数の農薬を
検査できるため， 迅速な分析結果の提供が可能になりました。
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